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教 材 と 教 授 法
木 村 宗 男
この講座の第1分 冊か ら第3分 冊 にわた って,入 門期 ・中級 ・上級それ
ぞれの 「教材 とその扱い方」 を述べて きた。 今 回はその補いの つ も りで,
rどんな教材 を使 い,ど んな教え方 をした らよいか」について・ 平素わ た
しの考えてい ることを述べ ることにす る。外国入 に 目本語 を教え ようとす
る人か ら,そ の よ うな質問 をしば しば受 けるので,そ れ に対す る回答のつ
も りで述べてみ よ うと思 う。
1教 材の種類
外国人に 日本語を教えるということは,習 う方の外国人の側 か ら言 え
ば,「日本語 という外国語」を学習するということである.したがって,外





構成 して作 るのが正攻法 とい うべきだろう。 したがって,言語観がちがえ
ば教授法がちがい,当然,教 材もちがって くる。その うえ,対象 とする学
習者の学習 目的に適 した材料を必要 とする。 そんなわけで,現 在,国 内・
国外 を通 じて,数 多くの外国人用蚕本語教材(以下,単 に 「日本語教材」と
言 う)が存在 し,使用 されている1)。そして,これからもますます多くなっ
1)文部省が昭祁42年度に行なった 「日本語教育実態調査Jによると,調査に応
じて回答 した国内の日本語教育機関の数は,独 立 ・併設を合わせて41。使用されて
いる目本語教科書は22種にのぽる。また,国際学友会が出した 「海外における日本
語教育機関一覧(大洋州 ・ヨー・ッパ ・アメリカ編〉」(1967年4月)によると,(これ
には東独とソビエ トがはいっていないが),機関数は428,使用教科書 は概数 で60
種である。注 目すべきことは,そ のうちの大部分のものが,作 成者の所属す る機関
のために作られたもので,出 版社り企画 ・編集によるものはほとんどないとい うこ
とである。
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て いくだろ うと思 われ る。 そ の中か ら,ど れか1種 を選び出 して使 うか,
さもなけれ ば,自 分で独 自の もの を作 って使 うか,と い うこ とになる。 こ
こでは,既 成教材か ら選 ぶ もの として考え る。新 しく作 る場合の参考 に も
なるか と思 う。
まず教材 を学習 目的 によって分 けてみ る。
1・旅行 ・短期滞在な どのため
日本へ の旅行 ・短期滞在 などの ために 目本語 を必 要 とす る外 国人は これ
か ら多 くなる と思 う。 巳本 では,英 語 を話 さない外 国人 のばあい は,日 本
語 を話 さない と不便 だか ら,旅 行や短期滞在 のため必要 とす る程 度の 日本
語 を習 っておか なけれぱ な らない。 この程 度の必要 を満 たす ための教材 な
ら,限られた語 彙 ・単純 な文で用は足せ るはず である。旅行者用会話パ ンフ
レットな どでも間に含 うだろ う。方法 としては,学 習期 間 も短い ことだか
ら,ま る暗記 させ るよりほかない。単語や文章 の意味 は対訳 で示 してある。
完全に培 記できな くても,バ ン7レ ッ トを片手に,い ちいちのぞ きこんで
しゃべ っても用 は足せ る。 しか目し}こ の種のパ ンフレッ トはたいてい ロー
マ宇そσ)他の外 国文宇 で 目本語 を表記 してい るので,外 国人は 自国流 に読
みやすい。 その結果は,だ れ が閏いても ヨ本語 とは思 え ない発音 ・ア クセ
ン ト・イ ン トネーシiン になる.だ か らこの 目的の学習者には,発 音 ・ア
クセン ト ・イ ン トネーシ ョンの搭導 ・矯正 が何 よ9も 大切で ある。解 説 よ
りも耳か ら聞いて行な う練習が必要である。そ こで,パ ンフ レッ トだけの
ものよ り,テ ープまたは レ=一 ドを主教材 と した もの を与え,パ ンフ レッ
トは補助教材 とす るのが効果的であ る読。
この よ うな目的の学習は,正 綻的な学習 と比べれば,学 習 とは言え ない
くらい変劃離 なものだか ら,正 則的な教材をそのまま与 えて も学習 目的 は
果 たせ ない。また,旅 行者用会話書 と銘打ったものでも,あ ま ウに多 くの
材料を盛 りこんだものは,学 習の方法か らみても適 当ではない。必要最 少




2・個人的な 目常 生活 のた め
い わゆる在 日外国人居住者で,比 較 的長期 にわた って 目本に居住す るも
の の中には,事 情 によって,日 常生活に 日本 語 を使 う必要の あるものが多
い。 また,日 本 に住 む以上は 目本語 を使 って 日本人 と話 してみた い,と 望
ん でいる もの も少な くない。 この程度の要求 は,い ろいろある入 門書 によ
ってpだ いたい満たす こ とができるが,目 一マ字 などに よるばか りで な く,
ひ らがな ・かたかな と基本的 な漢字300宇 くらいは与えてお くこ とが 日常
生 活には必要である。 それ に,漢字の知識があ ると,日本人 との交 際の場 で
話題が多 くな る。
3,特 定 の業務 ・研 修のため・
各方面の技術研修生 ・従業 員のほか美術 ・工芸 ・武道 ・芸罷な どを修業
す るため学習す るものがあ る。韓国 ・台湾な どか ら,洋 裁 ・美容 などを修
業 に来 るもの も多 くな って きた。 これ らに対 しては,基 本的には2の 揚合
と同様 だが,そ のほかそれぞれの仕 事の場での専門的用語,表 現 などを習
得 させ なければ ならない。 技術研修生用 に,関 係団体でつ くった入門書3)
が あるが,専 門的 なものは 必要に 応 じて 作 らなければな らない。 それに
は,そ れぞれ の専門家の協力が必要であ る。
4,一 般 目本入社会 で広い範囲の活動を行な うため
外 国交館公務員 ・宣教師 ・新聞記者 ・通信.員・商仕駐在員 などが,口 本
人社会 で十分 な活動 を行 なお うとした ら,よ り高い 日本語能力 を必要 とす
る。 会話ばか りでな く,新 聞記事 くらいは 読む ことも必要 にな って くる。
しか し,日 本語 で書 くことはあま りない と思われ る。外国の学校 で,一 般
教養 課程 として 日本語 を学ばせる場合 も,こ の程隻 のもσ)を目標 としてい
るのではないだろ うか。教材 としては,日 本語教材 の初級 ・中級 と,場 合
によっては上 級を使 う。
5・ 専門的研究 のため









学部には一般教養課経として,歴史 ・政治 ・経済 ・哲学 ・心理 ・生物な



















教科書の選定 に当っては,ま ず,つ ぎの ことを知 らなけれ ばな らないし
どんな学習者 を対象 と してい るか。
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どの程度 の内容を盛 り込んでレ・るか。
どんな手順 で作 られ たか。
材料 は どこか ら集 め られたか。
材料 の配 列は どんな原則に よったか。
どんないき さつか らつ くられ るに至 ったか。
以上の ことは,ふつ う教科書の前文を注意 して読めばわか るはず である。
中には,出 版社の利益のためにのみ作 られ たものもあるか ら気 をつけ なけ
れば な らない。
作成者の背景 について知 るこ とも大切 である。 作成者 の言語観 ・学的立
場 ・専門領域 ・日本語教育の経験 な どは教科書 選定上重 要な判定資料 であ
る。これ らの こ とは教科書の前文だけではわか らない。他 の資料す なわち,
作成者 の学 問的業績 ・著述 ・経歴な どに よって知 るほかない・最近 は単数
の作成者 に よるもの よりも,複 数 の作 成者に よるもの,そ れ も基礎的 な専
攻分野 のちが う複数 の入の協同作業にな るものや,内 外人の協力になるも
のが多 くな ったのは よい傾 向であ る。
しか し,何 よ りも大切な ことは,そ の教科書の 内容 である。以下,主 と
して初級用教材の 内容 について考えてみたい。
1,文 字の問題
まず,教 科書 をあけて,す ぐ目につ く文字の 問題 をと りあげてみ よう。
中級 ・上級 の程度 では,どの教科書 もすぺて 日本文字 による表記 をとるが,
入 門期 につい て言 えば,第1課 か ら日本 文字 のみ に よるものの と,教 科書
の終 りまで ローマ字 のみによるもの5〕とに大 き く分け られ る。 その 中間 に
日本 文宇 とローマ字 を平行 させている もの6〕と入 門期の 中途 か らローマ字









目本文宇 をいつ か ら学ばせ るか とい うこ とは,単 に学習上 の難易 とい う
点か らのみ考える問題 ではな く,教 材作成者の 日本文字に対する考え方 と
教擾方法の基本的 方針 に よって決 まる問題であ る。
わ たしたちの 日本語 教室 で作 った教科書では,入 門薪の第1諜 か ら,か
な と漢字 による表記 で始 ま る。学習者 に とって容易な ローマ字 を徒 うこ と
をあえて避 けたのは,日 本語 の正 しい発音?ア クセ ン ト・イ ン トネーシ ョ
ンを身につけ させ るため と,も うひ とつ には,漢 字 を単に語 を表 記するた
めの手毅 とは見 ないで,日 本語 の語構成上重要な要素であ ると見るか らで
ある。 しか し,音 声言 語の習得 を後 回わ しに して文字 を先に教え るとい う
のではない。授業 は音 声言語 に重点 をおいて行ない,徐 々に 日本文字 に慣
れ させ,読 む ことに慣れ てか ら書かせ る とい う指導方法を とっている。
こに対 して,Audio-Lingual法では口頭練習のみ によって 音 声言語 を
ある程度まで習得 してか ら文字 学習 にはい るもの とし,そ の問 ローマ字に
よる教科書 を使 ってい る。音声学習か ら文字学習へ,と い う順 序に異議 の
あるはず はないが,そ の問に ローマ字がはい るこ とには賛成 しがたい。ロ
ーマ字に よる学習 は一音声言語 の重要な要素であ る発音 ・ア クセ ン ト ・イ
ン トネ ーシ ョンの習得 に障 害 となるか らであ る.こ の ことはあ とで詳 し く
述べ る。
ローマ字か らは いる と,か なへの切 り替えの時幾が問題 とな る。最 近は












のジ ョージタウン大学では 「ローマ字時代」 を省 くために口頭練習と平行
して,初 めからかなを教えることにした とのことである9。





漢字については,中 国系以外の学習者の漢字習得が,こ れまであま りに
悲観視され,そ の反面,中 国系のものの漢字学習があまりに楽観視されて










外国人としては どのくらい漢字 を知っていれぱよいか,と いうことが,
よく馬題になるが,こ れも専門によってちが うので,い ちがいには言えな
い。 もちろん当用漢字表の185D宇はその中に含まれるが,そ れ以上どの
字が必要かとい うことは専攻によってちが うのだか ら,一般的に数字をあ






の漢字制限 ・音訓制限の持つ意味 を知 らせてお くこ とは混乱 を避 けるた め
にも必要 である。
2,対 訳の問題
教材 にはふつ う新出語の意味 を与え るために訳語 が示 され ている。中 に
は訳文まで添 えてい るのもあるが,国 際学友会の 「目本語読本」の ように,
全然訳語 ・訳 文 を与 えない もの もある。 この よ うな教科書 を使 って,日 本
語 のみで教え ることに よって,語 句や文 の意昧 を翻訳 を通 さず,誤 りな く
理解 させ,同 時に,語 法 も習得 させ ようとい うのが直接法の正統的な考え
である。長沼読本10)では,訳 語 を与えた 「単語帳」が あるが11:,薯者長沼
直兄氏 の創設 した東京 目本語学 校では,教 授者は 日本語 のみ を使 って授業
をする。 この方法 を長沼氏は 「改良直接 法」 と呼 んでいる121。
語研 日本語教室 の教科書 の方法は,初 級では・新 出語 にかぎ り英語 と中
国語の訳語 を示す。 中級第1部 では まず 目本語 に よる語釈 を示 し,つ ぎに
英語 と中国語 の訳語 を示す が,第2部 では,語 釈 のみ を示 し,第3部 では
新出語の意味はいっ さい与 えない。学習が進 むにつれ て,辞 書に よる自習
へ と移行 させ るためである。実 際の授業 では,日 本語 と訳語が,意 味 と用
法 において完全に対応 しない ものについては,特 に教授者 が 目本語 に よる
意 味 ・用法の提示 を行な っている拗。
目本の社会で,日 本語に包まれて生活す る外 国人を対象 とす る国 内の 日
本語教育機関の大部分が,こ の方法に よって 昌本語 の実際的捷用能力 を高
めてい る と、思 うが,そ れ には教授技術が大 きく効果 を左 右す る。 したがっ
て,教 授者 は授業の進 め方について研究 しなければな らない。わた したち














て・学習者自身が自得 しなければな らない とし,授業中はいっさい英語を
使わないことを教授者に要求している鋤。
新出語の訳ばか りでな く・始 めか ら終わ りまで全訳を与えている教科書
もあるが,自習書ならともか く,教師が教える教科書に全訳をつけるのは
よくないと思 う。全訳をつける日的は,学習者に意味を誤 らせないためだ






ものとがある。与える揚合 も,詳 しいものと簡単なものとがある。 どっち
にしても・母国語の文法に目本吾の文法を当てはめてみようとしても,う









15)こ の こ とに つ いて は,本 講 座 第2,第3分 冊 で,例 を あ げ て 説 明 した 。
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こん にち,す たれて しま ってい るの を見て もわかる。
ところで,文 法の解説が要求 され るのは,学 習の最 短距離 を行 こ うとす
るため だ と思 うが,文 法学 習のためにかえ って回 り道 になった り,迷 路 に
はい 勢こん だ りしたのでは逆効果 である。文 法は解説 によって教え るので
はな く,語 の機能や語形の変化 な どを,號 習 の実例で示 し,帰 納 的に文法
を把握 させ る方向へ もってい きたい。 こん な方法は教授者が授業 中に うま
く誘 導 しては じめて可能 とな るのであ って・教科書中の解説のみ でできる
ことではない。教科書 としては,文 法事実 を上の ように して教え るこ との
できるよ うに紀列 ・構成 してあるか どうかが大切な点である。
4・練 習の量 と質
景近の言語学ない し語 学教授法 の理論 をふ まえて作 られた教科書は,多
くのページ を練習にさいてい る。 この ばあい教授者は教科書の指示に従 っ
て練 習を午えるこ とになる。そ うでない ときは,教 震者 自身が練習 を考案
して与 えなけれ ばならない、 これは経験の乏 しい教授者に とっては 困難 な
ことである。練習量の多い教科 書で も,ぺ 一ジ数がただ多ければ よい とい
うもの では ない。必要な練習 が十 分に与え られているか どうか,練 習の内
容 を検討 してみ る必要がある。熟練 した教授者 な ら,足りない練習 を補 い,
その学習者に特に必要 なもの に重点 をお いて,練 習を行な うだろ う。以下,
練習の内容について述べ てみ よ う。
文 型 練 習
構造言語学 の理論に基いて作 られ た入 門期用の教科書 では,文 型練習 を
多量 に与 えてい る。 あ る文型 を学習者 に μ頭 で与 え,仲 介語 を使 わず 教授
者の指示 によって 口頭練習 をさせ る。 これ に よって発話の訓練を しよ うと
す るので ある。
文型練 習 と呼ばれ るものの うち,最 も多 く行 なわれ るのが 「置 き換えJ
練習(sゆsdtutiondrll1)である、 前記 のBASICJAPANESEFOR
CoLLEGESTUDENTSで は"DrilPの数 が686あるが,そ の うち種
種の 「置 き換 え、 が,64%,文 法 に関す るもの24・1%,問答 ・会話練著
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正2・1%,単語 についての練習3%と なってい る。1課 ごとに 「置 き換え」
の 占め る割 合は,11・5%から852%ま での広い幅 を持 ってい るが,1課 の
うち50%以 上 を占めるものが24課 中i8課 もある。いか に 「置 き換 えJ練
習 が多いかがわか る。 さらにこれ ら 「置 き換え」の内容 を見 ると,1語 の
置 き換 えです む ものが414のうち4如 を占めている。
教科書 に練習 が与 え られていな くて も,こ の種 の練 習は教授者 自身 が考
案 ・準 備 して授業 中に行な うべき ものである。 そ して,置 き換 えるべ き語
を・ こどばで示すばか9で な く,実 物 ・動作 ・絵 画 ・写真 な どを活用 して
示せ ば,い っそ う効果 をあげ ることができる。 確か に,「置 き換え」練 習
は 語 学 教 育 に新 しい局面を開いた と言 えるが,か と言 って,「置き換 え」
練習 が万能 ではない。「置 き換え」に限 らず,文 型練習で定着 したもの を,
実際 の揚面 に持 ち出 して使 うための,も うひ とつ の練 習が必要であ る。 そ
れ を可 能にす るのは視聴覚的教材 の使 用による 「実際的場面の設定」で あ
る。 その方法については別の機会に述べ たい。
発 音 練 習
発音 につい ての記述 を巻頭に載せ た教科書 がある。入 門期教科書 に載せ
るに しては詳 しす ぎるほ ど綿密に 日本語 の発音 ・アクセ ン トについての記
述 と練習 を与 えてい るもの もある。 このよ うな記述 も,実 際の音声 を伴 っ
ては じめて意義 のあるもので,教 授者がいちいち発音 をして 聞かせ るか,
付属 のテープな どを使 うか しなけれ ばな らない。
しか し,一 般 に,教 科書の作成に当っては,発 音練習 を組織的に行 な う
こ とのできるよ うに,こ とばを選ぶ か ら,教 授者 は教科書 に従 って授業 を
行 ない なが ら,発 音 の指導 を行なえばよい。
また,教 科書中にア クセ ントの表示 を す る も の が 多 くな っ て き た。
BEGINN王NGJAPANESEは すべ ての 日本語 に,も れ な くア クセ ン ト
記号 をつ けてい るが,こ れ も,ア クセ ン ト記号 ざえつ けて あれば学習者は
正 しい ア クセ ン トを身につけるもの,と 安心はで きない。発音 もア クセ ン
トも,教 科書 に示 された とお 窮 教授者が音声 に出 して聞かせ,学 習 者 も
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記号を見て正 しい発音 ・アクセン トができるようになるのでなければ,記
号 を使った意味はない。発音の指導には,まず正 しいものを繰 り返 し聞か








せ るべきことは,イ ン トネーションと速度である、 これは,歌の歌えるも
のなら,だれでもできるのだが,入 門期に注意 して直 しておかないと,変
なイントネーションが固定 してしまう.入門期の簡単な内容の文では,発
音 ・アクセン ト・イントネーションがまちがっていても,なん とか意味は




聴 解 練 習
教授者が読んで,または話 して,内 容を理解 させるのが聴解である。文










学習者はつねに答を用意して くるので,練 習の効果があが らない。教科書
に載せた以外 の問答を,教授者がつねに用意 しなければならない。
発 話 練 習
やや長い発話をさせる練習である。その方法としては,質問によるほか・
場面 を与えて話 させる,題 を与えて話 させる,な どがある。作文練習はこ
の方法を文字で行なうわけである。 この種の練習も,こ とぱで与えるばか
りでなく,視覚 ・聴覚材料によって揚面 を与 えて発表させるよ うに した
い。 教科書に挿絵を入れたものもあって,こ の練習に使用できそ うだが,
それは教科書の内容と密着しすぎているので,練 習としては別のものがほ
しい。
読 解 練 習
入門期にローマ字を使っている教科書では,読解練習の必要はない。 ロ






対 訳 練 習















の意図,痩用9)指針 を十分に理解 しなければならない。こんにちの 日本語
教科書は,すべて擾業中はいっさい母国語または仲介語 を使わず,日 本語






解説などの場合である。 入.門期に 出てくるような 単語なら・.訳を使わな
くても教えられるがシそれには準備がいる。訳にた よる教え方は・教授者
には授業に対する準備を怠らせ,学 習者には,母国語訳か ら離れ られない
という最大の弊害をもたらす。初心の教授者は,絶 対に学習者の母国語を
使わないとい う決意のもとに,準 備して擾業に臨むべ きである。 ことに,









で も,目 本人を招 いてその点を補強 しよ うとしてい る。
過去の直接教授法には欠陥もあったが,そ れは教授法自体の欠陥とい う
よP,む しろ,教 材 に欠陥 があったのではないか と考える。 欠陥 を補 う方
向に研究を進めてい くぺきである。日本語そのものの言語学的方法による
分析,外 国語との比較 ・対照などの研究が,過去の時代 と兇べて著しく進
んだ こんにち,そ の成 果を取 り入れ て,教 材 の改訂 を重 ね,方 法的 には視 ・
聴覚教育的方法を活用することによって,直接教要法に新生面を開くこと
が可 鮨であると思 う。
日 本 語 教 材 書 目
国 内 で 容 易 に 入 手 で き る も の で,比 較 的 新 しい も の の み を あ げ て お く 。
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